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様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度 第１回 所沢市社会的障壁の除去に関するあっ

せん調整員会（以下、あっせん調整委員会という。） 

開 催 日 時 令和４年７月２７日（水曜）午後２時３０分から午後４時 

開 催 場 所 所沢市こどもと福祉の未来館 多目的室１・２号 

出 席 者 の氏名 
越後 節子、梅本 晶絵、近藤 宏一、田中 英樹、 

小澤 正明 以上５名 

欠 席 者 の氏名  

議 題 ① あっせん調整委員会の機能について 

② 不利益な取扱いと合理的配慮の不提供 

③ その他 

会 議 資 料 １ 会議次第 

２ 委員名簿 

３ 所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づく 

条例（以下、条例という。）（資料１） 

４ 条例施行規則（資料２） 

５ あっせんの流れ（資料３） 

６ 不利益な取扱いと合理的配慮について（資料４） 

７ 条例パンフレット（資料５） 

８ 所沢市情報公開条例一部抜粋（参考資料） 

９ 第５次所沢市障害者支援計画 

１０ 障害者福祉ガイド 

担 当 部 課 名 福祉部 前田部長、内野次長 

障害福祉課  斉藤課長、井上主査、山田主査、森川主事 

こども福祉課 岩雲課長、宮武主査 

保健センター健康管理課 小野寺副主幹 

事務局 福祉部障害福祉課 電話  04-2998-9116 

 

 

 

 

 

 



2 

 

様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等）   
 

 開 会 

  

事務局  あいさつ 

  

市長  ―委嘱状交付― 

  

 あいさつ 

  

委員 自己紹介 

  

事務局  自己紹介 

  

 ―委員長選出― 

事務局案として、委員長に田中氏が提案され、全会

一致で承認される。 

  

委員長 あいさつ 

  

事務局  ―確認事項― 

・本委員会は原則非公開であるが、本日の会議はその

内容から公開とする。 

・会議録は、要約方式で発言委員の名を伏せて作成し、

委員長の承認によって確定する。 

   

 ―配布資料の確認― 

  

 ―傍聴人の確認― 

１名入室 

  

 《議事》 

委員長 それでは、議題に入ります。 

はじめに、議事①「あっせん調整委員会の機能につ

いて」、事務局から説明をお願いします。 

  

事務局 －条例の特徴的な部分について説明－ 

－条例施行規則（あっせん調整員会）の説明－ 

 －あっせん案の作成に至るまでの対応フローにつ

いて説明－ 

  

委員長 －質疑応答の確認－ 
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  －質問なし－ 

  

 －休憩（１０分）－ 

  

委員長 それでは、続いて議事②「不利益な取扱いと合理的

配慮の不提供」に移ります。事務局から説明をお願い

します。 

  

事務局  －不利益な取扱いと合理的配慮の不提供の説明－ 

－具体的事例の紹介－ 

  

委員長 －質疑応答の確認－ 

  

 －質問①－ 

委員 資料 3の第一段階を見ると、市や委託相談支援事業

所で支援者や相手方に対する助言や調整があるとあ

ります。今回の具体的事例では、担当課が事業所へ連

絡したとあり、相手方に対する調整と理解をしまし

た。しかし、もう一方の事例では、調整や助言につい

ての取扱いが異なる部分があるようですが、支援者や

相手方に対する調整、助言がどういった場合に異なる

のか教えていただきたい。 

  

事務局 今回は事例の性質上このような形となっています

が、本来であれば、支援者と相手方共に市や委託相談

支援事業所が調整、助言に入るところです。 

  

  －質問②－ 

委員  事例について、実際の最終的な結果を知りたいで

す。解決案の提案はありましたが、結果はどうなった

かをもう一度説明してください。 

  

事務局  今回の事例に関しましては、相手方と相談者の両方

の調整として入ったところです。最終的に相手方から

は、店舗の責任者として従業員を守らなくてはという

思いもありつつ、謝罪をしたうえで、店舗職員の同行

もしくはガイドヘルパーの入店許可のどちらかにつ

いて、必ず認めるようにします、というような返事を

もらいました。その返事について、相談者へ伝えたと

ころ納得されたので、このケースは終了としました。

その後買い物に行かれたかとか、どのような対応を受

けたという話は入っていませんが、もしまた何かあっ

たら連絡してくださいということを伝えています。 
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委員 それでは実際の解決にはなっていないように感じ

ます。その後の結果がどうなったかを確認できるまで

が配慮のような気がします。その点についてはどうで

すか。  

  

事務局 繰り返しになりますが、調整の結果そのような方が

来た場合は店舗職員を必ず同行させるか、その方がガ

イドヘルパーと二人で来た場合、ガイドヘルパーの入

店は許可するということで、回答をもらっています。

その内容を実際の相談してきた方に伝え、納得されま

したので、終結といった形になっています。  

実際にその方がその後、いつお店に行きますといっ

たところまでの追いかけた調査はしていません。しか

し、お店に行かれるようになりましたと伺ったので、

また何かあった場合は相談してくださいと伝えまし

た。 

  

  －質問③－ 

委員 相談があった方に対して結果を伝える際に、概ね電

話で伝えているのか、段階によって異なるのか教えて

いただきたい。例えば、第四段階まで進んだ場合、何

か書面をもって伝えることもあるか。経過について

も、相談者の方に進捗状況の報告をどの程度している

のか。 

また、第四段階に従わない者に関する公表の話があ

りますが、ホームページなどどういったところで公表

されるのか教えていただきたい。  

  

事務局 相談を受けた場合というのは、必ず差別をした側と

配慮をしなかった側が存在します。その両方と調整を

図った結果、今まで寄せられた相談については必ず

「障害のある人たちに対してまず謝罪をさせていた

だきます」「今後はこのような対応に改善します」と

いった提案をもらっています。その提案を相談者へ伝

えた結果、納得してもらっているので終結した事案と

なります。「提示を受けたため終了」「仲介案が出た

ため終了」ではなく、必ず双方が納得できるまで相談

の調整をしています。 

解決策の伝え方や調整の仕方というのはケースに

よって様々です。聴覚の障害の方が当事者になった場

合は、メールや手紙を送ることもありますし、視覚の

障害の方の場合は電話でということもあります。 

対面で実際に来てもらうこともあります。 
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差別をした側、配慮をしなかった側の相手方につい

ては、電話で調査を行うこともありますし、現地に赴

いて実際どのような状況でそういったことが起きた

のかという調整に入る場合もあります。 

第四段階の部分につきましては、広く周知する手段

として市のホームページ等での公表というのが考え

られますが、所沢市ではこの第四段階まで進んだ事案

は無く、全国的にも把握はしていません。予測となっ

てしまいますが、従わずにこのフロー図のまま進む

と、最終的には公表されるということになります。 

  

 －質問④－ 

委員 先ほどの質問②に戻ってしまいますが、調整の結果

相手方から言質がとれ、その後相談者から特段の連絡

がないため、障害福祉課では終結の判断をされている

と思います。ただ、例えば、相手方より提案をもらっ

たが、結局やってくれず、障害のある方がそこで諦め

てしまったというようなケースもあるのかもしれま

せん。その点について、一度でもその後のフォローが

あると良いのではないかという提案があったところ

だと思います。今後の事例なかで、状況によっては必

要な対応かもしれないので、そのあたりは委員の意見

を踏まえながら答えてもらえたらと思いました。 

  

事務局 確かに今の事務局の関わり方としましては、差別を

した側、配慮をしなかった側からの改善策を相談者に

伝え、納得されて終結というような判断をしていまし

た。しかし、その後結局やってくれなかった、言って

も無駄だというような形で諦めてしまうということ

があってはならないし、この相談機能の意味を成して

いないことになってしまいます。 

委員からいただいた意見を真摯に受け止め、今後ど

のようなフォローができるかということも含めて検

討させていただきます。 

  

委員長  －質疑応答終了－ 

  

 －その他連絡事項の確認－ 

  

事務局  本委員会は、あっせん事案が生じた場合、不定期に

開催しますが、全国的に見てもあっせんの作成まで進

んだ事案は非常に少ないです。 

あっせん事案がない場合、2月上旬頃に障害者差別 
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解消支援地域協議会の役割を担う、自立支援協議会と

の情報交換・意見共有を行うことを予定しています。 

  

 －その他連絡事項終了－ 

  

委員長 本日の会議で出されました意見については、委員会

の意見として事務局に渡したいと思います。 

これをもちまして、本日の議題はすべて終了しま

す。 

   
 以上で、閉会となる。 

  

 


